
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

Aの
財源

570,753 559,993

454,479

300,000 0 0 0

389,000 0 46,000 197,000

366,926 501,453 513,993 261,470

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・引き続き、目標達成に向けて事業を進めたい。

目標に対
する成果
の状況

・通学路対策の着手数について、目標を達成した。標高表示標識の設置数について、目標以上に達成した。
・交通安全施設等の整備により、歩行者の安全歩行空間と円滑な交通を確保できた。

 概算事業費（B（A）+C） 940,348 445,918 448,774 458,470

- -

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

-

0 69,300 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

当初予算 346,751

補正予算 254,696 108,424 88,584

成果目標の達成状況

項目

概　算
人件費

9.50 4.70 4.89 4.89

-

940,348 445,918 448,774

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

県単交通安全対策 直接
歩道の整備（L=0.7km）、交差点改良（N=1箇所）、防護
柵（L=0.8km）、標識（N=18本）、道路照明（N=5基）等

346,751 448,774 347,251

来訪者の多い山岳観光地の道路（ビーナスライン）に
標高標識を設置（N=5箇所）

2,000

347,251

1,055,926

成果 達成状況

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

社会資本整備重点計画法
交通安全施設等整備事業に関する法律

課・室 道路管理課

総合５か年
計画
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施策の総合的展開

４－２　県民生活の安全確保
４－２　交通安全対策の推進

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

○通学中の児童等の交通事故をなくし、安全に暮らせるための交通環境の実現を図る。
・交通安全施設等の整備に取組み、年間交通事故死傷者を減少させ、歩行者の安全と円滑な交通を確保する。
・通学中の児童・生徒の交通事故をなくすため、平成24年度に実施した緊急合同点検結果に基づき、要対策箇所546箇所について、安
全対策を平成29年度までに全て着手する。

○通学路緊急合同点検により、県管理道路における対策が必要な箇所が546件あり、早期対策が必要である。
○平成24年度に要対策箇所251件に着手し、平成25年度～平成29年度の５か年で、公共・県単併せて295件に着手する。

５－２　快適で暮らしやすいまちづくり
５－２　暮らしを支える道路網の整備

実施期間 S41 ～

485/546
(88.8%)

485/546
(88.8%)

直接

346,751 346,751 347,251

111,219

458,470

415/546
(76.0%)

27年度 28年度

115,578

　平成24年度に実施した通学路の緊急合同点検で要対策とした295件について、平成25年度から平成29年度の５か年で着手率を
100％とする。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標

事業番号 11 03 14 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 県単道路交通安全対策費
担
当
課

部局 建設部

538/546
(98.5%)

19箇所

6,242 2,000

通学路緊急合同点検の要対策
箇所の着手数

標高表示標識の設置数

合計（A)

124,658

合計 346,751 448,774

達成

達成14箇所 18箇所 19箇所

誰にもわかる観光地への
道路案内標識設置事業

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

予
算
額

前年度繰越


